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　豆nin重er－disciplinary　stし…dles　each　stude聖㌃ξcreated　their　owll　dlgital　portfolio　about　their

hands．on　leaming　experieacesjn由e　other　sublects，　students　were　taught　how　to　use　WebCAl

ln　order　to　help　them　master　those　sublects．　WebCAI　ca員be　used　at　any重lme　from　any　PC

with　an　iB重emet　co韮｝nec重ion．　As　a　resu】t　ofthe　afore　mentioned　lessons，　more　sξudents　s重arted　to

use　computers　during　break毛ime　at　schoo至ins重ead　ofengaging　in　other　activities。

【キーワード1　総合学習　デジタルポートフォリオ

　　　　　　　コンピュータ開放

WebCAI完全習得学習

1．はじめに

　滑川市立早月中学校は平成13年に新校舎が完成し，高度な情報メディアを備えた

インテリジェント・エコスクールとして生まれ変わった．校舎内には，二百台以上の

コンピュータがあり，全校生徒の約1．5人に1台の割合で

用意されている．オープンスペースではコンピュータを生幽

徒が自由に使用できる環境になっている．また，すべての

教室には液晶プロジェクターが設置され，校舎内，体育館，

グランドを有線・無線LANで結ぶ校内ネソトワークを通

して必要な情報を映し出すことができるようになってい

る．
図藩　早月中学校

　9月より学習委員会が中心になり昼休みの生徒への自由開放を始めた．しかし，初め

のころは，インターネットで自分の興味のある情報を検索したりゲームをしたりする

ことが中心で，委員会活動や授業の課題のために生徒が自由に活用しているとはいえ
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なかった．そこで，総合学習の時間に，生徒が体験した活動の歩みをデジタルポート

フォリオでまとめさせるような学習課題を設定し取り組ませた．また，教科の学習に

おいて，授業時間内に終了できなかったり完全に理解できなかったりした学習を，休

み時間や放課後に，生徒が自主的に自分の設定した時間でWebを活用して学習でき

るような実践を行った．

2．生徒の実態

　本校の第2学年115名にアンケートを実施　　　　家庭に》ビュータがあるか

（平成14年5月）したところ，約75％の家庭で

コンピュータが購入されていることが明らかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．謄はい

13年度総務省情報通信政策略〉，島忠市昆の情

報通信に関する意識の高さがうかがえる。

　また，インターネットの加入率を調べてみる　図2　アンケート調査より（5月）

とコンピュータを持っている家庭の約75％が接続済みとなっていた．

　このように家庭ではずいぶん普及しているコンピュータだが，学校でコンピュータ

をどんなことに使いたいかという問いに対してはインターネット，ゲーム，メール交

換が多く，コンピュータを学習に使おうという意識が低かった．これらのことから，

学習課題の中にコンピュータを使うものを設定していくことで，休み時間や放課後に，

生徒がコンピュータをより有効に利用するのではないかと考えた．

3　実践の概要

　3．1スタディノートを使ったデジタルポートフォ

　　　リオ

　　本校では，毎年第2学年が総合学習で職場体験

　「14歳の挑戦」を行っている．その体験報告を

　スタディノートを使ってデジタルポートフォリ

　オにし，自分の取り組みの様子と成長の過程を振

り返る＿とができる

ようにした．

　事前に，各自で目標

を設定し，1週間の体

験中には，毎日帰宅前

に学校に立ち寄り，1

ページずつその臼の

体験内容や感想を記 図3　職場体験のデジタルポートフォリオ
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録させ，同時に次の瞬の目標を決めさせて，意欲や目的を持って活動に参加できる

ようにした．

そして作り上げたのが図・のようなデジタ欝驚難高瀬欝欝編

・レポートフォリオで面ここでは・体験前の o瓢1簸懸樵撫継灘撫
仕事に対するイメージに眠凧2日と体膿ll羅灘撫認1騒騒㍊
験するうちに体力や気配りの必要などその大変；嚇漁搬搬．嚇纏叢叢轡欝欝獅難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　サぜ　ユき　もぼ　　　　　　タ
さが実感できている様子が伺える．このように，麟糞1濃諮謙厭騨幽齪1聯騨騨’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影否鷺譜墨繊鳶監衛劇夕翼愛菰砂ないさ亀懲う畠唾も鶉趣ち痴ど、響韓毒蠣毒筆窒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

㍍癒燕蕪集織柄癒撮昆醗饗響灘購購
していくことがほとんどの生徒に見られた・生　　　図4　職場体験のまとめ

徒は，このデジタルポートフォリオを作成する過程で，見やすい画面にまとめるよ

うな工夫をしたり，次年度に下級生にどのようなアドバイスを残せばよいのかを考

えたりして，受け手を考えた情報発信の仕方も学ぶことができた，

生徒の感想の例を次にあげる

　仕事の大変さが分かった5日間　～保育士～

　　私は最初，保育園は『先生として園児たちのお世話をしたり，一緒に遊んだりす

　る楽しい仕事』というイメージをもっていました．1呂目，どんな子がいるのかな

　あと楽しみにして保育園へ行きました．その日は先生方の仕：事の様子を見学させて

　いただいたりしました，私はもっていたイメージとは違ったので驚きました．保育

　士は，ずっと動いているのでとても大変で疲れるものだったからです。1嗣目はま

　だまだ大丈夫でしたが2，3日目と饅が増していくうちに疲れがどんどんたまり，

　4日臼には筋肉痛になるほどでした．そんな中，保育士の仕事が日に日にできるよ

　うになり，とても嬉しかったです．5日翻にはそれまでおそわった事を最大に生か

　す事ができました．5日間仕事をしてみてイメージとは違ってすごく疲れたけれど，

　仕事の大変さを知る事ができて良かったと思います．とても充実した5日間になり

　ました。

3．2WebCA至を利用した学習
（1）いっでもどこでも，つづきをスタディ

　CAIによる学習は全国的に多くの学校で行われて

いるが，授業の終了と同時に学習も終了しなければなら

ないことが問題であった、たとえ，課題をやり残した生

徒がいても，休み時問や放課後に学校のコンピュータで

続きを行うこともできず，さらには，家庭で学習したい

と思っても，特別なソフトがない限り授業中に学習して

図5　罰ンピ瀧一タを

　牽」開した授業風景
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いた教材を使うことは困難であった．そこで，最：近注鐸されているWebCAI（イ

ンタラクティブ・スタディ）を使い学校での学習の続きを，いつでもどこでも行える

ような実践を，校内にあるコンピュータを家庭のコンピュータにみたてて擬似的に

生徒に体験させた，

　WebCAIは，インターネットでホームページを見るようにWeb上で学習す

ることが可能なために，インターネットにさえつながっていれば，いつでも，どこ

でも学習することが可能である．これまであったCAIコース徊路と電流」を，

このWeb版に変換し，本実践で使用した．

　しかし，家庭で学習する際に問題になってくるのは，学校の授業のように教師が

生徒の身近にいて生徒のわからないことや苦手な内容について質問に答えたり説明

を加えてくれたりすることができないことである．

　今回の実践では，2っの方法を使い家庭で学習中の生徒からの質問に答えること

を試みた．

　一つ目として，ネットミーティングを用いて，

画面を通して互いの顔を見ながら会話する方法

である．これは，互いに表情を見ながら話すこと

ができる上に，画面に電圧計を映したり回路図を

描いて映したりすることができ，文字や音声では

説明することが難しい内容も家庭で学習してい

る生徒に容易に説明することができた。実際に使

超して，質問を行った生徒からは，顔を見ながら

詳しい説明が聞けるのでよかったという感想を

述べていた．

図6　ネットミーティングを

利用して教師と会話する生徒

　二つ臼の方法として，電子メールソフトを使用して，質問をする方法である．電

子メールソフトは，家庭で使用されているコンピュータのほとんどにインストール

されているため，生徒でも容易に質悶を教師にすることができる、また，ネットミ

ーティングのように，教師が絶えずコンピュータの前にいる必要もないためにゆっ

くりと落ち着いて質問に答えることができた．

　以上のように，この2つの手だてをすれば家庭学習もより効果的に行える可能性

示された．

（2）教師用画面から得られる個人情報の活用

このCAIのもう一つの大きな特徴　、毬酬・姉蝉聯激，匹・緻熱璽欄騒，蝉晒勧匹轍・濾，

は，教師が学習している生徒の理解状

況を常に知ることができる点である．

　図7は，この教材の理解状態をヒスト

　　一　．　　　一　 一
■　　山　　一　　　　　　　　　　　　　　、　　　｝　 一　｝　「｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　一　 一　．　鵬　　－　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　一　

　図7　理解状三
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グラムで表示したものの一部分である．学習目標の達成度を見てみると，電流計の

使い方や電圧計の使い方についてはばらっきが見られ，実験の際に実際に回路を作

り電流や電圧を測定する時間が少なかったことが原因と思われる．

また・図8で示牲徒Aは謹礎躰の定着が不＋三二灘馨難響
分であることがわかる．しかし，回路を流れる電流の向　ll器ll　l謂辮蝿翻四型｝孟・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　し　　　ホ　　　　　き相槍における締の大きさなどの轄内容につい E構灘；難鞠
竃鵬灘搬∵碧轡聯囲難讐韓難難
も多くなり積極的に授業に取り組むようになった．　　　　　　図8　生徒A

　また，生徒Bについてはどの学習目標も到達していると考えてよいが，電流計の

読み方と電圧計のつなぎ方については他の目標から比べると落ち込みが見られた．

7つの質問中5つの質問に対して自信がないと答えて

いるが，実際にこのコースを終えてみるとほぼ80点以

上をとっていた．このような生徒には，基礎が確実にで

きていることを個人情報をもとに知らせ，発展的な課題　　　　図8　生徒B

に取り組ませて自信をつけさせた．

このように・CAIコース終了後に聡眼点だけで騨騨騨騨網1
はなく，それぞれの理解状況を詳しく見ることにより，　畏｝：！11；』』211沼舗畿謎謀驚醤｝酔1：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　コ
次回の授業において，補充すべき課題や改善点を発見す　047543無窓の読鰯手職編1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L96　1100　　6「　6並列回路の　流の大きさ（椴念　’1
ることができる．それにより個別の補充学習においても　oマ5ママ4土白蝋　・　巳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　や　　　　　　ノに　　　メ

蟹糠灘讐驚犠難論溜犠i｛ll…i：謳i懸i纒ll｝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1翻・・11i　1傷譲魏1顎脚一li｛
でもこの撃力情報を見ることができるという点でも画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図8　生徒C
期的である．

（3）CAIを使った生徒の感想

・前にやった続きができるのでとてもいい．

・自分のペースでできるからいい．

・自分のわからないところがどこなのかもわかるから家での学習がとてもわかりや

　すくなると思います．早く家でもやってみたいです．

・わかりやすかったし，楽しく学習できていいと思った．自分のノートでわからな

　くても，もし家にあったらテスト勉強にも使えるから家でやりたいと思った．メ
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一ルで質問できてすごいと思った。

・まちがえたところももう一度できるしまちがえても優しい言葉を返してくれるの

であきらめずにできる。

4．考察

　これらの実践の後，再度11月に第2学年を対象に調査を行ったところ，図9のよう

な結果が得られた．

　5月には，学校のコンピュータで

は，インターネットやゲーム，お絵

かきをしたいと答えていた生徒が多

かったが，11月中調査ではゲームや

お絵かきが減り，勉強や学習に使い

たいという生徒が多くなってきた．

この結果は，学習委員会のはたら

きにより，休み時間に自由にコン

ヴ
ーインターネット

彗

　学校のコンピュータを使ってどんなことがしたいか

その他

ゲーム

チヤツト

　絵を描く

メール交換

勉強や学習

麗5月

?1月

　0　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　100　　　　120

　　　　　　　人数
図9　5月調査との比較

ピュ一計が使えるようになったとともに，総合学習や教科の授業においてコンピュー

タを使用したデジタルポートフォリオによるまとめや調べ学習を頻繁に行い，生徒が

学習課題のためにコンピュータを使用

する機会を多くしたためではないかと

考えられる．インターネットの使用も，

これまでは，自分の興味，関心のある

分野にとどまっていたが，より広範囲

な学習課題解決のために使用したりま

とめの資料として利用したりするよう

になってきている．

　また，教科の学習にCAIを使用す

ることにより，生徒の学習に対する意

欲は高まり基礎・基本の習得を高める

ことがわかった，さらに，学習から得

られた情報を教師が有効に利用するこ

とにより，補充学習をより効果的なも

のにすることもできた．このようなこ

とが，よりわかる授業の実践につなが

ると考える．つまり，CAIの利用は，

　　　CAIを使った授業は楽しいですか

どち

竍d～　　耀しマ…『
　6％

［口楽しくない

lqどちらでもi塗則

＼、楽しい

　94％

GAIを使った授業はわかりやすかったですか

どちらでもな

　　い
　　19％

わかりにくい／
　1％　　一

　　　　　　　　　　　　　　　 @　
わかりやすい

わかりにくい

　　　　　トロどちらでもな』△二

．わかりやすい

　80％

生徒自身の学習のみならず，教師が生徒　図10　CAIを使った学習後のアンケート

ー人一人に対しそどのような内容で指導するべきかを的確に支援してくれるという意
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味で，教科の学習をより広範囲から質の高いものにすることができる．

5．終わりに

　今回の実践でデジタルポートフォリオを作成することにより，生徒のコンピュータ

リテラシーは高まったが，互いに情報交換をする展開にまではいたらなかった．今後

は，自分の作品を見てくれた友人からの感想やアドバイスをもとに，よりわかりやす

いまとめ方や表現の仕方に作品を発展させていくような取り組みが必要である．また，

WebCA王の利用も，校内のネットワークを利用して擬似的に放課後や家庭での学

習を実践してきたが，まだそれは実際の家庭での学習をするにはいたつていない．多

くの生徒は，このような学習が早くできるようになることを期待している．そのため，

多くの教材を作成し，教育センター等に地域型のWebCAIサーバを導入するよう

に働きかけ，基礎・基本の完全習得に向けて努力していきたい．
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